
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１２月 南魚沼市議会定例会 
一般質問順位表 

質問順位 議席番号 質  問  者 日程 

1 21 桑  原  圭  美 

８日 

（月） 

2 16 寺  口  友  彦 

3 9 大  平     剛 

4 14 田 中  せ つ 子 

5 20 清  塚  武  敏 

6 5 黒  岩  揺  光 

7 13 中  沢  道  夫 

９日 

（火） 

8 10 阿  部  一  郎 

9 8 梅  沢  道  男 

10 1 神  保  貴  雄 

11 3 笠  原  大  輔 

12 15 今  井  久  美 

13 4 山  田     勝 

１０日 

（水） 

14 2 野  口  勉  悠 

15 11 目  黒  哲  也 

16 18 中  沢  一  博 

17 6 川 辺  き の い 

18 7 上 村  寿 美 子 

計  １８名 



 

 

 

 

 

 

 

【質問方式】（質問制限時間は、いずれも答弁時間を含め 60 分）  

 

一括質問一括答弁方式：  全質問項目を一括して行い、答弁も一括して行う。 

（初回は登壇して行い、質問回数は３回まで。）  

一問一答方式：  質問及び答弁を一問ずつ行う。（ただし初回の質問

は、登壇して最初の質問項目のみをまとめて行う。

質問回数に制限なし）  

複合型一問一答方式：  一問一答方式において、質問大項目の最初の質問

はまとめて行い、以降は一問ずつ行う。（質問回数

に制限なし）  



－1－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１ 
 

   学校教育の充実について 

 

 （１）児童生徒数が減少する中、多様な指導態勢や集団活動が制約

されることになるが、その対策は。 

 

 （２）幼児教育と小学校教育が連携する、５歳児と小学１年生をつ

なぐ教育をどう実現するのか。 

    また、小学校と中学校の円滑な接続をどう図っていくのか。  

 

 （３）中学校の学級数の減少により、教科担当の配置が難しくなっ

ているが、その対策は。 

 

 （４）不登校の要因に挙げられる、勉強方法が分からない児童生徒

に対する学習支援はしているか。 

    また、不登校の児童生徒に対する学習環境の整備はどうして

いるか。 

 

 （５）国際理解教育活動事業の参加者数が目標を大きく下回ってい

るが、原因を把握しているか。 

 

 （６）全国学力・学習状況調査の結果を踏まえて、学校でどのよう

な指導をしていくか。 

 

議 席 

２１  

桑

原

圭

美 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－2－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

２ 
 

 １ 南魚沼市観光戦略について 

 

   ゼッピン雪国宣言を基本理念とした南魚沼市観光戦略の見直し

を前期・中期・後期のそれぞれの節目に行うという考え方に変更

はないのか。 

 

 

 ２ 学びの多様化学校について 

 

   不登校児童生徒のための学びの多様化学校（不登校特例校）の

設置をどう考えているのか。 

 

 

 ３ 猟友会の会員確保と有害鳥獣の駆除技術継承について  

 

   有害鳥獣駆除に関わる人員の確保と駆除技術の継承をどう進め

るのか。 

 

 

 ４ 迷走する米政策について 

 

   国の減反政策に振り回されない安定した稲作経営のため、耕作

地の集約化と圃場整備をどう支援していくのか。  

議 席 

１６  

寺

口

友

彦 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－3－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

３ 
 

 １ 熊対策について 

 

   今年は全国的に熊による被害が相次いでいるが、市の現状と今

後の対策について、考えを伺う。 

 

 

 ２ 子育て支援を市内経済活性化に生かせ  

 

   現在、市は様々な子育て支援策を行っている。さらなる支援の

拡充とそれを生かした市内経済の活性化を進めるべきと思うが、

考えを伺う。 

議 席 

９  

大

平

 

剛 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－4－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

４ 
 

 １ 小学生土曜学習の拡充について 

 

   第２次南魚沼市教育基本計画の基本方針２には、意欲を高め、

確かな学力を育成する教育の推進について、家庭学習が量的・質

的に不足しており、子供たちの学ぶ力の低下が懸念されるとある。

また、子供たちが学ぶことの楽しさを実感できるような環境を作

り出すことが重要ともある。市民からも小中学生の学力低下を心

配する声がある。平成 27 年度から小学６年生を対象に算数の土曜

学習が実施されているが、中一ギャップ解消に向けさらなる拡充

が必要と考える。 

 

 （１）これまでの実績と効果について、どう検証し評価しているか。 

 

 （２）学びたい意欲はあっても家庭の都合で通えない子供もいる。

対象の学年、開催期間、学習教科、会場、交通手段等、利用しや

すい改善が必要ではないか。 

 

 

 ２ 伝統芸能の伝承と誘客や交流人口増加につなげる取組について  

 

   市はゼッピン雪国宣言を基本理念とした南魚沼市観光戦略を策

定し、令和８年度から誘客増加を目指す。食や自然体験だけでは

なく、古くからの伝統芸能も魅力のひとつであるが、広報不足で

認知度は高くない。貴重な宝である伝統芸能を広く内外に発信す

ることで、保存伝承と交流人口増加につなげるべきと考える。  

 

 （１）市は伝統芸能の保存と伝承に対し、どう支援しているか。  

 

 （２）南魚沼市観光協会のウェブサイトには、伝統芸能のカテゴリ

ーがなく画像も少ない。動画を活用し広く発信するなど、誘客

と交流人口増加につなげる考えはあるか。  

議 席 

１４  

田

中

せ

つ

子 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－5－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

５ 
 

 １ 地域の実情にあった物価高騰対策にどう取り組むのか  

 

   政府は、新たな経済対策において物価高騰対策等を全国の自治

体で原則実施する。エネルギー価格などで物価高騰の影響を受け

ている市民、中小企業の負担軽減や、地域経済活性化に期待する。 

   自治体の裁量で使える重点支援地方交付金は、地域の実情に応

じた幅広い新たな物価高騰対策と考えるが、今後どう取り組むの

か。 

 

 （１）国からの交付金の予算規模は。また、取組内容等の現時点で

の考えは。 

 

 （２）プレミアム商品券及びデジタル商品券等に取り組む考えは。  

 

 （３）灯油価格の高騰は、雪国の暮らしに直結する。灯油に特化し

た取組は。 

 

 

 ２ 人口減少を緩やかに 

 

   南魚沼市の人口減少は急速に進行している。令和６年の出生数

は 231 人となり、自然減数も 600 人以上となった。人口減少対策

は喫緊の課題である。市の移住定住サイトを見ても、他の自治体

に自慢できるくらいの取組を行っているが、人口減少が止まらな

い。 

   人口減少を緩やかにする今後の施策について伺う。  

 

 （１）市の魅力の情報発信について、新たな取組を考えているのか。 

 

 （２）移住定住施策について、他の自治体から注目されるくらいの

思い切った取組が必要ではないか。 

 

議 席 

２０  

清

塚

武

敏 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－6－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

６ 
 

 １ 市民の手元に１円でも多く残す政治への転換を  

 

   市の人口減少が加速している原因の一つに、水道料金やごみ袋

代金が県内でもトップクラスに高く、賃金が安いことが挙げられ

る。物価高騰により、人口減少がさらに加速していく恐れがある。 

   過去最大となった 170 億円の基金を活用し、水道料金やごみ袋

代金などの生活費や公共施設利用料金を時限的に下げ、市民の手

元に１円でも多く残す政治へ転換すべきではないか。  

 

 

 ２ ショッピングモールなどの商業施設を誘致すべきではないか  

 

   市が若者を対象に実施したアンケートで、一番欲しいものにシ

ョッピングモールが挙げられた。若者が戻ってこられるまちにす

るには、若者の声を市政に反映することが一番だ。  

   ショッピングモールを誘致し、ファミリーレストランやカフェ

など、若者から高齢者まで気軽に集える場所をつくってはどうか。 

 

 

 ３ 新ごみ処理施設の近くに大型温浴施設を建設すべきではないか  

 

   群馬県桐生市は、ごみ処理施設の隣に大型温浴施設を運営し、

市民の憩いの場となっている。高齢者が水中歩行をし、子供たち

がウォータースライダーで遊ぶ。 

   林市長は国際大学敷地内での計画だった際は、温浴施設を造る

と言っていたが新しい建設地でもその思いはあるか。  

 

 

 ４ 市の自転車活用推進計画で市民の自転車利用は増えたのか  

 

   市民の自転車利用の促進などを目的に、令和３年６月に南魚沼

市自転車活用推進計画が策定され、雪国魚沼ゴールデンサイクル

ルートの整備やサイクルフェスタの実施など、自転車関連の事業

が大々的に実施されてきた。 

   このことより、市内の自転車利用者はどのくらい増えたのか。  

議 席 

５  

黒

岩

揺

光 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－7－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

７ 
 

 １ 米価暴落の不安への対応について伺う  

 

 （１）今後、米価の暴落が起これば離農が加速するが、対策を考え

ているか。 

 

 （２）離農を食い止めるには、米価の安定が欠かせない。国に価格

保障・所得補償を強く求めてもらいたいが、いかがか。  

 

 

２ 熊被害への対応について伺う 

 

 （１）猟友会などの対応する人材の確保はできているのか。  

 

 （２）これまでとは違うステージに移行したと考えるが、今後の対

策は。 

 

 

 ３ 介護人材の確保はできているのか伺う  

 

 （１）必要な人材の確保ができているのか。 

 

 （２）要介護者の要望に応えられているのか。  

 

 

 ４ 城内診療所の廃止について伺う 

 

 （１）どのようなスケジュールを考えているのか。  

 

 （２）患者の負担増にどのように応えようとしているのか。  

 

 （３）今入っている訪問介護事業所の扱いは。  

 

議 席 

１３  

中

沢

道

夫 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 



－8－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

８ 
 

 １ 大和中学校改築に伴う公民館併設等について  

 

   大和中学校改築に伴いＢ＆Ｇ体育館が取り壊され、大和公民館

及びコミュニティホールさわらびも取り壊して新たに中学校舎に

併設することが計画されているが、これに関連して質問する。  

 

 （１）第２次南魚沼市総合計画後期基本計画並びに同実施計画には

中学校と公民館の併設複合化の記載はない。どのような経過で

複合化する計画が立てられたのか。 

 

 （２）基本計画に記載のない内容なので、少なくとも地域住民に丁

寧に説明して理解を得て進めることが必要と考える。今後、地

域住民の理解を得るための計画は。 

 

 （３）利用者が多かったＢ＆Ｇ体育館の代替施設を設けないことは、

特に地域住民には大きなサービス低下である。代替施設建設の

考えは。 

 

 

 ２ 行政の進め方について 

 

   大和地域の住民から、近年の行政に関して地域住民への説明や

意見聴取が不十分であるとの意見を聞く。また、「大和地域が寂れ

る一方なので何とかして欲しい」「地域住民の意見を聞いてもらえ

ない」といった切実な声も多く聞く。 

   地域住民をはじめ市民の声を聞きながら行政を進めることは大

変重要であるが、考えを問う。 

 

 

 ３ 少子化対策について 

 

   少子化が進み、少子化を止めることができなければ、やがては

地方都市の多くが消滅する事態に陥ると危惧する。  

   今後の少子化対策について、考えを問う。  

議 席 

１０  

阿

部

一

郎 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－9－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

９ 
 

 １ 全国医療情報プラットフォームへの円滑移行について  

 

   魚沼医療圏における医療介護連携ネットワークであるうおぬ

ま・米ねっとによるこれまでの成果を生かしながら、国が進める

全国医療情報プラットフォームへの円滑な移行に向け、うおぬま・

米ねっとの理事会や地域医療構想調整会議等での議論を開始すべ

き時と考えるが、市長の考えを伺う。  

 

 

 ２ 部活動の地域展開に向けた進捗状況について  

 

 （１）認定地域クラブの整備と部活動の移行は順調に進んでいるか。 

 

 （２）指導者への報酬支払いに対する保護者の認識や市の支援策に

ついて伺う。 

 

 （３）地域展開の進捗に伴う施設の不足等への対応策について伺う。 

 

議 席 

８  

梅

沢

道

男 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－10－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１０ 
 

 １ 大和公民館・コミュニティホールさわらびの改築計画について  

 

 （１）利用者属性や他自治体事例の分析を行わずに、施設規模や機

能を決定した根拠は何か。 

 

 （２）ホールのフラット化に伴う音響等の機能低下の懸念に対し、

どのように住民合意を図るのか。 

 

 （３）ライフサイクルコストを早急に試算・公表し、将来の財政負

担を明確にすべきと考えるが、いかがか。  

 

 

 ２ 介護人材の夜勤手当支援事業創設について  

 

 （１）魚沼市が行っている介護人材夜勤手当支援事業について、取

組内容や実績、現場での評価などをどのように情報収集し、認

識しているか。 

 

 （２）介護人材夜勤手当支援事業を創設する考えはあるか。  

 

 

 ３ 熊出没増加に伴う市民の健康維持対策について  

 

 （１）運動機会への影響について市民からどのような声が上がって

いるか。 

 

 （２）警報が出ている間、ディスポートやトレーニングセンターな

どの公共スポーツ施設を、無償で市民に開放する考えはあるか。 

議 席 

１  

神

保

貴

雄 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－11－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１１ 
 

 １ ふるさと納税制度における環境整備について  

 

   ふるさと納税に関する現況調査結果では、令和６年度の寄附受

入額が全国 18 位となった。今後も期待が高まる中、満足度の向上

を図り、安定的にサービスを提供できる体制が必要であると考え

るが、今後の課題と取組について伺う。  

 

 （１）農産物の構成比が高い中、農業用機械整備支援事業補助金は、

担い手支援に大きく寄与したと考えるが、今後の取組について

市の見解を伺う。 

 

 （２）寄附件数の増加に伴い設備投資が進み、資機材等の保管施設

が不足している。空き家の車庫等を事業利用できるような仕組

みをつくってはどうか。 

 

 （３）偽装等を未然に防ぐため、チェック体制が重要な付加価値に

なる。寄附額と並行してチェック体制についてもトップを目指

すポテンシャルが当市にはあると考える。今後の方針は。  

 

 

 ２ 道の駅南魚沼の再整備事業について 

 

   当事業については、市民憩いの場、安心の防災拠点、新たな観

光スポットとして大きな期待が寄せられ注目されているが、施設

の構想、取組について伺う。 

 

 （１）子供が遊べる施設の導入、充実についてどのように取り組む

予定か。 

 

 （２）観光スポットとして雪を生かした雪上イルミネーションを検

討してみてはどうか。 

 

 （３）米のトップブランド地として、田園景観を体感してもらうた

め実際の水稲圃場を施設構成に取り入れてみてはどうか。  

議 席 

３  

笠

原

大

輔 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－12－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１２ 
 

   高齢者支援について 

 

 （１）老人クラブが減少し、存続できないことをどう判断している

のか。 

 

 （２）まとめ役としての市の老人クラブ連合会もやっと存続してい

ると聞くが、なぜか。 

 

 （３）運転免許証を返納したいが、病院に通うことを考えたらなか

なかできない。市民バスはよい所に来てくれない。路線バスは、

便数が減少している。 

    発足した次世代交通推進本部は公共交通の課題解決として応

えてくれるのか。 

 

 

議 席 

１５  

今

井

久

美 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－13－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１３ 
 

 １ 大和地域包括医療センターの建設について  

 

 （１）浦佐駅東口広場北側に新築予定の大和地域包括医療センター

の計画図面では、２階建てになっている。水害、降雪対策とし

て高床３階建てが望ましいと思うが、考えを伺う。  

 

 （２）ゆきぐに大和病院と同等、もしくはそれ以上の施設と聞いて

いたが、胃カメラ室などがなく縮小と受け止めている。その経

緯を伺う。  

 

 （３）浦佐駅からの動線及び通路の仕様を伺う。  

 

 （４）患者がＪＲを利用することも視野に入れている中で、在来線

のエレベーターと西口下りエスカレーターの設置は必須条件だ

と思うが、考えを伺う。  

 

 （５）看護小規模多機能型居宅介護のような機能も持つほうがよい

と思うが、考えを伺う。  

 

 

 ２ 浦佐駅周辺の開発について 

 

 （１）浦佐駅周辺の違法駐車が多いため、市の所有地を駐車場にで

きないか。 

 

 （２）東口ロータリーの上部通路をテナントスペースとして改築し、

利用できないか。 

 

 （３）市が空き家、空き地を取りまとめてチャレンジスペースとし

て活用できるようにし、窓口を設置できないか。 

議 席 

４  

山

田

 

勝 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－14－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１４ 
 

 １ 身体障害者手帳等取得前の医療的ケア児支援について  

 

 （１）医療的ケア児支援法制定により支援は努力義務から責務へ明

確に定められたが、身体障害者手帳等の取得を前提にしている

ためか、取得前のゼロ歳から３歳頃の乳幼児の支援・補助が不

十分となっている。また、手帳未取得児は長距離の通院交通費

補助がない上に、介護・日常生活などで衛生を保つために衛生

資材の購入費などもかかっている。 

    手帳未取得の乳幼児を抱える家庭の経済的な支援について対

応はできているか。 

 

 （２）市独自の取組として、手帳取得前のゼロ歳から３歳頃までの

乳幼児を対象とした長距離の通院交通費及び燃料・衛生資材購

入費の助成制度を検討すべきと思うが、今後の助成計画はある

か。 

 

 

 ２ 保育園等のおむつ無償設置化と災害時備蓄について  

 

 （１）子育て世帯は共働きも多く、おむつ購入・名前書き・持ち物

準備などが負担になり、子どもとの時間が減少しているように

思う。保育園でも保育士不足の中で個別の物品管理が業務を圧

迫している。それらを解消するためにおむつ定額制サービスを

導入する考えはあるか。 

    また、物価高騰でおむつ・お尻ふきなどの価格上昇が家計を

圧迫しているため、おむつ無償設置化を検討すべきではないか。 

 

 （２）地域防災計画では食料・水・防寒具と並びおむつ・お尻ふき

の備蓄を推奨している。災害時のおむつ不足は感染症トラブル、

排泄の不快感で泣くことで周りへのストレス増加につながるこ

とからも備蓄が重要視される。現在、災害時における備蓄は足

りているのか。 

 

議 席 

２ 

野

口

勉

悠 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－15－ 
 

 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１５ 
 

   ＤＸを活用したまちづくりについて 

 

   ライフスタイルや価値観の多様化により、地域住民のニーズに

対する十分な対応が難しい時代に応じるためには、データ分析に

よる住民理解とデジタル技術の活用が不可欠である。  

   そこでデジタル技術を駆使して地域の特性を生かし、地域の魅

力を最大限に引き出し、そして地域の課題を解決して、持続可能

で豊かな暮らしを実現するために、市長の見解を伺う。  

  

 （１）国が主導して３Ｄ都市モデルの整備、オープンデータ化を進

めるＰＬＡＴＥＡＵ（プラトー）プロジェクトへ参画し、デジ

タルツインを用いて、現状や将来の政策課題の解決に生かして

いくことについては。 

 

 （２）客観指標と主観指標のデータをバランスよく活用し、市民の

暮らしやすさと幸福感（Ｗｅｌｌ－Ｂｅｉｎｇ）を指標で数値

化・可視化した地域幸福度(Ｗｅｌｌ－Ｂｅｉｎｇ)指標を用い

て、現状や将来の政策課題の解決に生かしていくことについて

は。 

 

 

議 席 

１１  

目

黒

哲

也 

（
一
問
一
答
方
式
） 
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質 問

順 位 
質  問  内  容  

１６ 
 

 １ 長引く物価高対策に即効性ある支援強化策を  

 

   長引く物価高から市民の暮らしを守るため、即効性ある緊急支

援が求められている。国は重点支援地方交付金については、２兆

円を計上し、地方自治体が独自の物価高対策に柔軟に活用できる

支援が拡充された。市としてどう取り組むか、物価高対策の本丸

は即効性のある食料品への対策である。  

   中間所得層を含めた生活支援が必要ではないか。例えば、水道

料の減免や冬季の福祉灯油、商品クーポン券など家計支援を後押

しする施策が必要と考えるが、物価高対策でできるだけ早く市民

に支援が行き届くよう市の取組を伺う。  

 

 

 ２ 少子化・人口減対策に市長直轄の重点推進本部の設立を  

 

   市が直面する少子化・人口減は、地域社会の存続に関わる喫緊

かつ重要な課題である。現在、市では第３期南魚沼市子ども・子

育て支援事業計画に基づき、様々な施策を推進している。しかし、

この複合的で根深い課題を乗り越えるためには、従来の部門横断

的な連携を超えた、強力なリーダーシップとスピード感をもった

意思決定体制が不可欠である。 

   そこで、市長自ら本部長を務める南魚沼市少子化対策重点推進

本部を設立し、全庁を挙げて英知を結集することで、市の未来に

向けた飛躍が高まると考えるが、少子化・人口減対策への意気込

みを伺う。 

 

 

３ ＨＰＶワクチン定期接種の現状と男性への接種費用の助成を  

 

子宮頸がんは、予防可能ながんでありながら、依然として若年女

性の命を脅かす深刻な疾患である。ＨＰＶワクチンのキャッチア

ップ制度が終了する中、子宮頸がんの撲滅を進める必要がある。  

定期接種個別通知を行う必要があると考える。また、男性への接

種費用の助成制度の創設も必要と考えるが。  

議 席 

１８  

中

沢

一

博 

（
一
問
一
答
方
式
） 
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質 問

順 位 
質  問  内  容  

１７ 
 

 １ 中学生の広島派遣事業と平和学習について  

 

 （１）市は、令和７年８月６日の広島市原爆死没者慰霊式並びに平

和祈念式をはじめ、こども平和サミットや平和学習の集いに市

内の中学生８人を派遣した。令和７年度が初めてとなる派遣事

業であったが、どう評価しているか。  

 

 （２）令和７年 11 月 16 日に開催された報告会は大変すばらしい内

容だったが、参加者が少なくとても残念であった。開催会場の

設定や広報は十分だったと認識しているか。  

 

 （３）参加した生徒は、実際に見て、聞くことで学ぶことが多かっ

た、みんなと参加したかったと報告していた。今後の派遣事業

について、どう考えているか。 

 

 

 ２ 柏崎刈羽原子力発電所が再稼働した場合の対応について  

 

   新潟県知事は柏崎刈羽原子力発電所の再稼働について容認する

意向を示した。 

   新潟県が実施した県民の意識調査を見ると、再稼働の条件は現

状で整っていないとする回答が半数を超え、市民からも再稼働に

対する不安の声を多く聞いている。 

 

 （１）県の意識調査の結果について、県民が再稼働を容認したと言

えるのか。市長はどう受け止めているのか。  

 

 （２）市長は、市民の不安の声にどう向き合い、応えていくのか。  

 

 （３）避難計画と体制について 

①市は、避難者を受け入れる側の自治体となっているが、その体

制は整っているか。 

②万が一の過酷事故となった場合、市民の命と健康、暮らしを守

る体制は整っているか。 

議 席 

６  

川

辺

き

の

い 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－18－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１８ 
 

   本庁舎の老朽化対策と誰もが使いやすい庁舎づくりについて  

 

 （１）老朽化した庁舎の現状と今後の方向性について  

   ①老朽化の状況、耐震性、空調設備などの課題や改善を含む設

備更新の必要性について伺う。 

   ②建替え・大規模改修を含めた庁舎整備の方向性を、市民にい

つ頃までに示す方針か伺う。 

 

 （２）トイレ・授乳室・個別相談室など利用者目線での環境整備に

ついて 

   ①トイレの数、配置、洋式率、バリアフリートイレの現状評価

と課題認識を伺う。 

   ②授乳室・おむつ替えスペースの整備状況と、今後の改善予定

について伺う。 

   ③福祉・生活相談時に必要な個別相談スペース不足の認識と、

改善に向けた具体的な対応を伺う。 

 

 （３）市民の声を行政サービス向上に生かす庁舎づくりについて  

   ①庁舎内の動線、待合環境、案内表示など、利用しやすさ向上

への取組状況を伺う。 

   ②市民から寄せられた意見を、庁舎改善や行政サービス向上に

どのように反映しているか伺う。 

議 席 

７  

上

村

寿

美

子 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 


